
調査票情報のオンサイト利用（概要）

オンサイト利用のイメージ例

● 外部にある仮想PCを遠隔操作。画⾯は⾒られるが、
調査票情報は取り出せない。

●設置されたオンサイトPCのハードディスクやUSB
メモリなどの記憶装置は、使用できない。

●監視カメラ、⼊退室管理によるセキュリティの確保
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 「公的統計の整備に関する基本的な計画」（平成30年３⽉６⽇閣議決定）等に基づき、探索的・創造的な研究
と個⼈や企業の情報保護の両⽴が可能な「調査票情報のオンサイト利⽤」の枠組みを整備

 オンサイト施設は、データの持ち出しができない仕組みや作業内容の監視システム等を備え、調査票情報
の利⽤者は、オンサイト施設内限りで調査票情報を利活⽤

 現在、オンサイト施設及び利⽤可能な統計調査の拡充に向けて、関係府省、関係機関等と順次調整
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【オンサイト施設の整備状況】

⼀橋⼤学、神⼾⼤学、滋賀⼤学、多摩⼤学、群⾺⼤学、新潟⼤学、情報・システム研究機構、
統計データ利活⽤センター、統計センター

独⽴⾏政法⼈統計センター 各府省

調査票情報等を
統計センターに寄託
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